
髙久史麿先生といえば、医師であれば知らな

い人はいないほどのご高名な方でした。未熟者

ながら私が日本リウマチ財団ニュースの編集員

に就いた際、任命書に理事長でいらっしゃった

髙久先生のお名前があるのを拝見し、感激した

ことを覚えております。あらためてご冥福をお祈

りいたします。

今回の財団ニュースでは、PAOについての

まとめ記事は大変ありがたいと感じました。とい

いますのも、私の中で、PAO、SAPHO症候群は

いまさら聞けないシリーズに入っておりまして、

明確に理解しておりませんでした。辻先生には、

PAO診断ガイダンスを中心にご解説いただきま

した。PAO治療においては多くの科を分野横断

的に連携することが必要となることを再認識

いたしました。

　松野先生のコラムは実践的で大変勉強になり

ます。レセプトのICT審査は全国での審査の均て

ん化に役立つものと思いますが、保険診療のルー

ルを守り適正な運用を行うことに一層、気をつけ

ていかねばならないと身が引き締まる思いです。

毎年のお楽しみとなった田巻先生、岡田先生

によるACR速報はWeb版もぜひご確認いただ

きたいです。私の職場でよく議論となるTNF阻

害薬に妊娠中に曝露した母から出生した児に

おける生ワクチンについて、ACRからのガイドラ

インが出たことは心強く感じています。

リウマチケア看護師、リウマチ財団登録薬剤

師のツイートではリウマチ患者さんへの熱い想

いを感じ、ともに歩んでいきましょう！という気

持ちが湧いて参ります。今後もこの企画を継続

して多くの方に登場していただきたいと思って

おります。

編集後記

後藤美賀子
国立成育医療研究センター
妊娠と薬情報センター

令和5年度リウマチ財団登録医
■新規登録医募集
申請受付期間 令和5年3月1日～5月31日（当日消印有効）
資格（要件）
1. 申請時に3年以上の臨床経験が有り、現在に至るまで通算1年以上リウマチ性疾患の診療
に関わっている。なお、平成16年以降医師資格取得者は初期臨床研修修了者であること。

2. 直近の5年間において
（1） リウマチ性疾患診療患者名簿 10例
（2） リウマチ性疾患診療記録（上記名簿のうち） 5例
（3） 財団が主催し又は認定する教育研修会に出席し、教育研修単位20単位以上
（治験等教育研修単位に充当できる単位があります。）
→「COVID-19（新型コロナウイルス感染症）による申請単位不足に関する特例措置に
ついて」財団ホームページをご覧ください。
※申請を一部簡略化しました。詳しくは財団ホームページをご覧ください。
審査料（申請時） 1万円　　登録料（審査に合格後） 2万円
登録有効期間 5年間

■資格再審査・更新手続き
申請受付期間 令和5年3月1日～5月31日（当日消印有効）
令和5年度資格更新該当者は、平成25、30年度にリウマチ財団登録医を取得
された方です。

令和5年度リウマチ財団登録理学・作業療法士募集
申請受付期間 令和5年2月1日～4月30日（当日消印有効）
資格（要件）
1. 申請時に3年以上の理学・作業療法士実務経験が有り、直近5年間において
通算1年以上リウマチ性疾患のリハビリテーションに従事した実績があること。

2. 直近の5年間において
（1） リウマチ性疾患リハビリ指導患者名簿 10例＊

（2） リウマチ性疾患リハビリ指導記録（上記名簿のうち） 5例＊

＊関節リウマチ症例を含むことが望ましい。
（3） 財団が主催又は認定する教育研修会に参加（発表） 3回（経過措置）

→「COVID-19（新型コロナウイルス感染症）による申請単位不足に関する特例措置に
ついて」財団ホームページをご覧ください。
経過措置は、今回の新規申請までとなります。

原則、リウマチ財団登録医、日本リウマチ学会リウマチ専門医、日本整形外科学会認定リウ
マチ医のいずれか1名の推薦を受けていること。

審査料（申請時） 1万円　　登録料（審査に合格後） 5千円

日本リウマチ財団・海外派遣医募集
制度の趣旨
この制度は、若い優れたリウマチ専攻医を海外に派遣・研修させ、日本のリウマチ学
およびリウマチ治療対策の進歩を期待するものである。
受入機関・時期・待遇
（1）派遣医は原則として、海外の1つのリウマチ・膠原病等診療研究機関に4ヵ月以上滞在して
研修を受けるものとする。　（2）派遣医は令和5年度中に出発するものとする。令和5年度中に
出発しないときは、派遣医の資格は無効とする。　（3）奨学金 各人100万円とする。
締め切り 令和5年3月31日（当日消印有効）

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に
対する助成
助成対象の調査・研究発表
海外及び国内における国際学会において発表するリウマチ性疾患の病因、治療、予防、疫学等
に関する調査・研究
助成対象の国際学会
（1） ヨーロッパリウマチ学会（EULAR）
（2） アメリカリウマチ学会（ACR）
（3） アジア太平洋リウマチ学会（APLAR）
（4） その他リウマチ性疾患に関する国際学会で日本リウマチ財団が特に認める学会
助成対象者の推薦
リウマチ性疾患の調査・研究に意欲的に従事する若手の医師、看護師、薬剤師、理学療法士、
作業療法士である研究者等（学会発表時45歳以下）で、次の者の推薦を受けた者とし、次の
推薦者は学会毎に各１名推薦するものとする。
（1） 大学の場合は学長（総合大学は学部長、あるいは研究所長）
（2） その他の機関の場合その代表者
（3） 当財団の評議員
※ 新型コロナウイルス感染症等の対応により、現地に赴くことが無くWeb等により発表する場合においては、
登録費用等の実費について助成対象としています。

締め切り 学会発表の日の2ヵ月前

令和5年1月 企画運営委員会議事録
令和5年1月開催の企画運営委員会審議概要を下記のとおり報告します。
企画運営委員会委員長 川合　眞一
日　時：令和5年1月10日（火）18：00～19：00
【報告事項】
1. 令和4年度リウマチの治療とケア教育研修会について
今年度の全国5地区開催のうち4地区は、計486名の参加を得て成功裏に終了した。残るは
2月19日の近畿地区の開催のみであることが報告された。

2. 令和5年度リウマチの治療とケア教育研修会について
来年度は全国6地区での開催及び世話人が決まり、開催日、開催地も決定及び調整中である
ことが報告された。

3. 第11回リウマチ専門職委員会（12月25日）について
リウマチ財団登録薬剤師の第4期更新、第9期新規申請に対する資格審査、リウマチケア
看護師の第3・8期更新、第13期新規申請に関する資格審査を実施。その他リウマチ専門職
制度全般について問題点の検討を実施したことが報告された。

4. 寄付金について
一般の方4名から寄付金をいただいたことが報告された。

【審議事項】
1. リウマチケア看護師並びにリウマチ財団登録薬剤師の登録申請について
リウマチケア看護師の新規101名、更新196名、並びにリウマチ財団登録薬剤師の新規
28名、更新10名について審議し、登録することが承認された。

国際学会におけるリウマチ性疾患調査・研究発表に対する
助成者報告書（ACR 2022）

以　上

ご寄付いただいた方 11月、12月
家亦　良典 様　大田　富士子 様　大野　雅也 様　𠮷田　健太郎 様

去る令和4年11月17日、日本リウマチ財団評議員、理事、監事などの要職を務め、永年にわたり財団の事業運営にご尽力を賜りました東威氏がご逝去され
ました（享年91歳）。
東氏は自衛隊中央病院部長、聖マリアンナ医科大学教授などを歴任されました。
故人のご生前のご功績を偲び、かつ、ご功労に敬意を表しますとともに、心からご冥福をお祈り申し上げます。

訃報

　「The subsets of synovial fluid derived fibroblasts in clinical features of rheumatoid 
arthritis」の演題をバーチャルポスターで発表した。
　関節リウマチ（RA）の滑膜線維芽細胞は、炎症性サイトカインやケモカインを分泌し、軟骨
を破壊するパンヌスを形成する。ポドプラニン（PDPN）発現を特徴とする滑膜由来の線維芽
細胞には、機能的に異なる3つのサブセット（CD34－THY1－、CD34－THY1＋、CD34＋THY1＋）
が存在する。また、関節液由来の線維芽細胞の表現型および機能的特徴は滑膜由来の線維芽細
胞から逸脱しないことが報告されている。今回、関節液由来のPDPN＋線維芽細胞を構成する
サブセットと継代による変化をフローサイトメトリーで分析し、臨床像との関係を検討した。
初代培養されたPDPN＋線維芽細胞において、CD34－THY1－とCD34－THY1＋サブセットの

割合が高く、CD34－THY1＋サブセットは初発群と血清反応陰性群で高くなり、CD34－THY1－
サブセットは再燃群と血清反応陽性群で高くなることが明らかになった。また、継代培養す
るとPDPN＋線維芽細胞は増加し、そのうちCD34－THY1＋とCD34＋THY1＋サブセットが
増加すること、特に再燃群で統計学的有意差をもって増加することが分かった。これらの
結果から関節液由来線維芽細胞を構成するサブセットの違いと臨床像に関係があること
が示唆された。
　RA患者の臨床像は多様で治療反応性は患者により異なる。治療反応性と関連する因子の
同定のため、今後も引き続き研究を進めていきたい。
　学会を通して、自分の研究の参考になる研究発表に触れることができた。また、免疫抑制
療法をしている患者へのワクチン接種ガイドラインやステロイド誘発性骨粗鬆症の予防と
治療のためのガイドライン、抗リン脂質抗体症候群やピロリン酸カルシウム結晶沈着症の
新たなACR/EULAR分類基準のドラフトが発表され、日常診療につながる知見を得ることが
できた。学会参加に際し日本リウマチ財団よりご支援を賜りましたことに深謝申し上げます。

昭和大学医学部内科学講座リウマチ膠原病内科学部門　若林　邦伸

各申請の詳細、申請書等は財団ホームページをご覧ください。

令和5年度リウマチの治療とケア教育研修会開催日程は
財団ホームページに掲載しています。
https://www.rheuma-net.or.jp/rheuma/kensyu/kenshu_r05.html
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